
稲 村  雅 司  議 員

山 田 地 区 汚 水 処 理 施 設 に つ い て

防 犯 カ メ ラ  ・  防 災 カ メ ラ の整 備 状 況 と 今 後 の 方 針 につ い て
防 犯

カ メ ラ の 設 置 数 と 効 果 は 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 村 内

に

１ ３か 所 設 置 。  令 和 ６ 年 度 ６

件 、  今 年 度 で ３ 件 の デ ー タ の 提 供 を行 っ て い ま す 。  警 察 署 へ 映 像 デ ー タ の提 供 を 行 う こ と で 早 期 解 決 、  防 止 の一
助 に な る と 考 え ま す 。

防 犯 、  防 災 カ メ ラ の 拡 充 と 自 治 会へ の 支 援 制 度 の 考 え は 。総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 現 時 点 で 具 体 的 な 計 画 は 持 っ て いま せ ん 。  た だ 、  ７ 月 、  ８ 月 に 行 わ れ た各
地 域 の 行 政 懇 談 会 の 中 で も 幾 つ か

の 行 政 区 か ら 防 犯 カ メ ラ の 設 置 につ
い て の 要 望 は あ り ま し た 。  そ の こ と

も 踏 ま え 、  今 後 、  各 行 政 区 、  ま た は 団 体と も 意 見 交 換 し て い き た い と 考 え てい ま す 。

自 治 会 と の 共 同 設 置 ・ 費 用 負 担の 取 り 組 み 、  住 民 の 相 談 窓 口 は 。総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 現 時 点 で 自 治 会 と の 連 携 に よ る 防 犯カ メ ラ の 共 同 設 置 、  費 用 負 担 等 の 事 例は あ り ま せ ん 。  ま た 設 置 要 望 に つ い て 、地 域 住 民 か ら の 具 体 的 な 要 望 は 上 が って い ま せ ん 。  相 談 窓 口 に つ い て は 、  総 務課 が 担 当 す る こ と に な り ま す 。

防 災

カ メ ラ の 設 置 状 況 と 整 備 方 針 は 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 村 内 に 防 災 カ メ ラ は 設 置 さ れ てい ま せ ん 。  ま た 現 時 点 で 具 体 的 な 整 備計 画 を 持 っ て い な い 状 況 で す が 近 年の 異 常 気 象 や 局 地 的 な 豪 雨 に よ り 災害 リ ス ク は 年 々 高 ま っ て お り 、  特 に河 川 沿 い や 海 岸 線 、  ま た は 土 砂 災 害 警戒 区 域 を 含 む 地 域 で は 、  早 期 に 警 戒 、ま
た は 情 報 把 握 を 得 る こ と が 重 要

で
あ る と 考 え て い ま す 。  そ の 中 で 防

災
カ メ ラ は 被 害 軽 減 策 の 一 躍 を 担 う

と 考 え て い ま す 。

補 助 を 出 し て い る 事 例 も 多 く あり ま す 。  自 治 会 と 共 同 で 設 置 を 進め 安 心 安 全 な 地 域 づ く り に つ なげ て い た だ き た い 。

自 然 海 岸  ・  海 浜 の 安 全 管 理 と今 後 の 体 制 づ く り に つ い て
沖 縄 県 ラ イ フ セ ー ビ ン グ 協 会 と の 関 わ り は 。商 工 観 光 課 長

 （ 城 野

 正 和 ）

　 沖 縄 県 ラ イ フ セ ー ビ ン グ 協 会 が 実 施す る 巡 回 や 監 視 活 動 に つ い て は 、  不 定期 で す が 活 動 状 況 等 に つ い て 村 と 情 報共 有 を 行 っ て い ま す 。  今 後 も 連 携 を 継続 し て い き た い と 考 え て い ま す 。

引 き 込 み 制 限 の 内 容 は 。

上 下 水 道 課 長

 （ 金 城

 正 道 ）

　 令 和 7 年 4 月 1 日 よ り 新 規 住 宅 及び 事 業 所 に つ い て 、  接 続 を お 断 り し てい る 状 況 で す 。  た だ し 、  当 初 か ら 計 画区 域 内 に あ り 、  公 共 枡 が 設 置 さ れ て いる 一 般 住 宅 に つ い て は 、  接 続 で き る よう に 調 整 を 行 っ て い ま す 。

処 理 場 の 拡 張 計 画 の 目 途 は 。上 下 水 道 課 長

 （ 金 城

 正 道 ）

　 次 年 度 、  沖 縄 県 と 事 業 計 画 の 説 明 及び 補 助 金 要 求 の ヒ ヤ リ ン グ を 行 い 、  県の 認 可 を 受 け る よ う に 調 整 を 行 い ます 。  計 画 が ス ム ー ズ に 行 け ば 、  補 助 金を 活 用 し 令 和

1 2年 度 を 目 標 に 処 理 施

設 の 強 化 が 図 れ る と 考 え て い ま す 。

住 民 や 事 業 者 へ の 負 担 軽 減 措 置は あ る の か 。上 下 水 道 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 下 水 道 事 業 独 自 の 負 担 軽 減 措 置 の導 入 は 検 討 し て い ま せ ん が 、  村 民 課 にお い て 浄 化 槽 の 補 助 で 、  交 付 条 件 を 満た せ ば 一 般 住 宅 に 対 し 補 助 金 を 交 付し て い ま す 。

村 民 課 長

 （ 山 城

 達 也 ）

　 新 た に 交 付 要 項 を 制 定 し て 、  令 和 ７年 ４ 月 １ 日 に さ か の ぼ っ て 交 付 対 象 にな る よ う に 要 項 を 制 定 し て い き ま す 。

村 エ コ ツ ー リ ズ ム 協 議 会 の 進

行 状 況 は 。

商 工 観 光 課 長

 （ 城 野

 正 和 ）

　 エ コ ツ ー リ ズ ム 推 進 法 を 視 野 に 入れ 、  村 、  地 域 住 民 、  関 係 事 業 者 が 参 画 する 協 議 会 を 立 ち 上 げ た と こ ろ で す 。  現在 は 真 栄 田 岬 の マ リ ン レ ジ ャ ー 利 用 実態 調 査 や ザ ネ ー 浜 、  ア ポ ガ マ の 利 用 実態 調 査 、  さ ら に そ の 過 剰 利 用 が 懸 念 され る 地 点 で の 現 地 調 査 を 進 め て い ます 。  今 後 は 専 門 部 会 を 設 置 し て 、  管 理 方針 や 役 割 分 担 、  具 体 的 な ル ー ル づ く りを 検 討 し て い き た い と 思 い ま す 。  協 議内 容 も 村 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 表 し て い きた い と 考 え て い ま す 。
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當 山 達 彦  議 員

農 業 振 興 に つ い て

高 潮 対 策 に つ い て

畑 地 か ん が い 整 備 が な さ れ て いな い 地 域 を こ れ か ら 整 備 す る 計画 は あ る の か 伺 う 。整 備 に 向 け て 優 先 順 位 の 基 準 は決 ま っ て い る の か 伺 う 。

　 調 査 結 果 で 補 助 事 業 導 入 が 可 能 であ れ ば 、  関 係 機 関 と 調 整 を 進 め た い と考 え て い ま す 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 整 備 は 、  ど こ の 地 区 を 優 先 に す る かは ま だ 考 え て い ま せ ん 。  可 能 か を 確 認す る 調 査 は 令 和 ６ 年 度 か ら の 繰 越 し事 業 と し て 実 施 し 、  本 年

度

  

１ １月 頃 の

業 務 完 了 を 予 定 し て い ま す 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

昨 年 質 問 し た 高 潮 対 策 の そ の 後 の進 捗 状 況 に つ い て 伺 う 。沖 縄 県 企 画 部 科 学 技 術 振 興 課 によ る 沖 縄 県 科 学 技 術 大 学 院 大 学周 辺 整 備 基 本 計 画 で 、  海 岸 整 備事 業 を 取 り 上 げ て い ま す 。  県 の 土 木課 や 農 林 課 だ け で は な く 、  県 の企 画

課 も 含 め た 協 議 が 必 要 で は

な い か と 思 う の で す が 村 の 見 解を 伺 う 。

　 防 風 林 を 定 植 し 、  高 潮 被 害 の 軽 減 を図 り た い と 考 え て い ま す 。  定 植 は 今 年度

１ １月 頃 に 実 施 を 予 定 し て い ま す 。農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

防 災 に つ い て
大 津 波 な ど の 災 害 時 の 救 助 活 動に お い て 、  消 防 恩 納 分 遣 所 か ら出 動 ル ー ト は 大 津 波 が 押 し 寄 せ てき た 場 合 、  ど こ に も 出 動 で き な いた め 、  消 防 や 自 衛 隊 と 協 議 で きれ ば と の 答 弁 で し た が そ の 後 の進 展 を

伺 う 。

災 害 発 生 時 の 避 難 場 所 に お い て 、持 病 の あ る 方 、  障 害 の あ る 方 の受 入 れ 体 制 や 医 療 機 関 と の 連 携 はど う な っ て い る か 伺 う 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 受 援 体 制 を伺 う 。

　 受 援 体 制 は 具 体 的 要 請 内 容 で はな い た め 実 効 あ る 受 援 計 画 の 策 定 に取 り 組 み た い 。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 大 津 波 な ど の 災 害 時 の 救 助 活 動 は人 命 に 関 わ り 重 要 で あ る こ と か ら 、引 き 続 き 関 係 機 関 等 と 調 整 を 行 い た いと 考 え て い ま す

。

総 務 課 長

 （ 宮 平

 覚 ）

　 福 祉 避 難 所 受 入 れ 体 制 者 を 限 定 せず 、

可 能 な 範 囲 で 受 入 れ を 想 定 し 、  引

き
続 き 恩 納 村 地 域 防 災 計 画 に 沿 っ た 福

祉
避 難 所 の 設 置 整 備 に 向 け て 、  社 会 福

祉 協 議 会 と 連 携 し て 系 譜 化 を し た いと 思 い ま す 。  北 部 地 区 医 師 会 、  薬 剤 師会 、

村 内 医 療 機 関 等 へ 医 療 班 の 派 遣

を
要 請 し 、  応 急 救 護 所 を 設 置 し 、  応

急 手 当 て を 行 い ま す 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 周 辺 整 備 に 関 し て 、  沖 縄 県 の 事 業導 入 が 図 ら れ る か 、  ま た は 将 来 的 な護 岸 改 築 等 の タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て整 備 が 図 れ る の か 、  関 係 機 関 及 び 沖 縄県 環 境 部 署 へ 協 議 し て い く 必 要 があ る と 考 え て い ま す 。

定 住 促 進 室 長

 （ 大 城

 保 洋 ）

科 学 技 術 振 興 課 が 作 成 し た 大 学 院大 学 周 辺 整 備 基 本 計 画 、  こ れ は谷 茶 区 、  ま た は 村 も 一 緒 に な っ て作 成 さ れ ま し た 。  周 辺 整 備 に 力 を入 れ て 協 議 し て ほ し い と 思 い ま す 。

災 害 時 に 心 肺 停 止 の 救 命 率 は １ 分間 に

1 0％ 下 が る と 言 わ れ て お り

早

急 な 救 助 が 求 め ら れ ま す 。  現 実

を

確 認 し 、  確 実 に 村 民 を 守 れ る

計

画 を 考 え る べ き で 早 め に 消 防 出動 ル ー ト が 整 備 で き る 方 法 を

検

討 し て い た だ き た い 。  災 害

ボ ラ

ン テ ィ ア セ ン タ ー は 、  こ れ

ま で

の 被 災 地 で は 社 会 福 祉 協 議 会 が日 頃 の ボ ラ ン テ ィ ア 受 入 れ

の 実

績 を 生 か し て 行 っ て い る よ う

で す

の で 、  社 会 福 祉 協 議 会 や 関 係 機 関と 連 携 を 取 り 合 っ て 、  災 害 時 の 受援 計 画 を 作 成 し て い た だ け

た ら

と 思 い ま す 。
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